
三
\

評
価
員
の
氏
名
の
変
更

変
更
前

鎌
田

満
則

変
更
後

e

]

変
更
年
月
日

平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

三
\

役
員
の
氏
名
の
変
更

変
更
前

大
金

伊
一

変
更
後

e

]

変
更
年
月
日

平
成
二
十
五
年
十
二
月
六
日

三
\

評
価
員
の
氏
名
の
変
更

変
更
前

e

変
更
後

赤
池

正
幸
、
飯
塚

光
雄

]

変
更
年
月
日

平
成
二
十
六
年
二
月
一
日

平成™�年™月�日 木曜日 第�™™›号官 報
４
法
第
2
0条
第
４
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

\
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性

３
\
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
地
域
と
京
阪
神
都

市
部
と
を
結
ぶ
広
域
的
な
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
で
き
る
だ
け
早
期
に

現
道
の
交
通
混
雑
の
緩
和
等
を
図
る
必
要
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
豊
岡
市
長
を
会
長
と
す
る
北
近
畿
豊
岡

自
動
車
道
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
等
よ
り
本
件
事

業
の
早
期
完
成
に
関
す
る
強
い
要
望
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る

必
要
性
は
高
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

]
起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合

理
性本
件
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
本
件
事

業
の
事
業
計
画
に
必
要
な
範
囲
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
。
ま
た
、
収
用
の
範
囲
は
、
全
て
本
件
事
業
の
用

に
恒
久
的
に
供
さ
れ
る
範
囲
に
と
ど
め
ら
れ
、
そ

れ
以
外
の
範
囲
は
使
用
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

収
用
又
は
使
用
の
範
囲
の
別
に
つ
い
て
も
合
理
的

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
し
、

又
は
使
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
た
め
、
法
第
2
0条
第
４
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と

判
断
さ
れ
る
。

５
結
論
以
上
の
と
お
り
、
本
件
事
業
は
、
法
第
2
0条
各
号

の
要
件
を
全
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

第
５
法
第
2
6条
の
２
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦

覧
場
所
兵
庫
県
豊
岡
市
役
所
本
庁
及
び
養
父
市
役

所
養
父
地
域
局
舎

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
三
十
五
号

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
か
ら
評
価
員
の
氏
名
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
示

す
る
。平

成
二
十
六
年
二
月
六
日

関
東
地
方
整
備
局
長

深
澤

淳
志

一

登
録
番
号

関
東
地
方
整
備
局
長

27

二

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
の
氏
名
又
は
名
称

株
式
会
社
山
貴
総
合
鑑
定

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
百
三
号

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
六

年
政
令
第
百
六
十
号
）第
十
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項（
同

令
附
則
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規

定
に
基
づ
き
、
平
成
十
六
年
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
七

十
二
号
（
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
施
行
令
の
規

定
に
基
づ
き
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
の
規
定

に
よ
る
支
払
金
の
支
払
期
間
、
据
置
期
間
及
び
利
率
を
定

め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
六
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

本
則
の
表
利
率
欄
中
「
〇
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
」を「
〇
・

九
パ
ー
セ
ン
ト
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
項
の
表
一
の
項
及
び
三
の
イ
の
項
利
率
欄
中

「
一
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
一
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
」
に

改
め
る
。附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
独
立
行
政
法

人
都
市
再
生
機
構
が
こ
の
告
示
の
施
行
の
日
以
降
に
締
結

す
る
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法

律
第
百
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
二
条
第
四
項

（
大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促

進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
六
十
七

号
）
第
百
一
条
の
十
五
第
一
項
及
び
被
災
市
街
地
復
興
特

別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律
第
十
四
号
）
第
二
十
二
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
法
附
則
第

二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
金
に
係
る
契
約

（
以
下
単
に
「
契
約
」
と
い
う
。）か
ら
適
用
し
、
独
立
行

政
法
人
都
市
再
生
機
構
が
同
日
前
に
締
結
し
た
契
約
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
三
十
六
号

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
か
ら
役
員
の
氏
名
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
示
す

る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
六
日

関
東
地
方
整
備
局
長

深
澤

淳
志

一

登
録
番
号

関
東
地
方
整
備
局
長

２

二

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
の
氏
名
又
は
名
称

公
益
財
団
法
人
と
ち
ぎ
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
三
十
七
号

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
か
ら
評
価
員
の
氏
名
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
示

す
る
。平

成
二
十
六
年
二
月
六
日

関
東
地
方
整
備
局
長

深
澤

淳
志

一

登
録
番
号

関
東
地
方
整
備
局
長

13

二

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
の
氏
名
又
は
名
称

ユ
ー
デ
ィ
ー
ア
イ
確
認
検
査
株
式
会
社

〇
近
畿
地
方
整
備
局
告
示
第
十
八
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
六
日

近
畿
地
方
整
備
局
長

池
内

幸
司

一

施
行
者
の
名
称

大
阪
府

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

平
成
八
年
建
設
省
告
示
第
二
千
三
百
二
十
五
号
南
部
大
阪
都
市
計
画
道
路
事

業
三
・
三
・
二
百
二
十
二
e

一
号
八
尾
富
田
林
線
及
び
三
・
三
・
三
百
八
十
五
e

三
号
八
尾
富
田
林
線

三

事
業
施
行
期
間

自
平
成
八
年
十
二
月
二
十
七
日
至
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

平
成
八
年
建
設
省
告
示
第
二
千
三
百
二
十
五
号
の
事
業
地
の
う
ち
羽
曳
野
市
学
園
前
五
丁
目
地
内
に

お
い
て
事
業
地
を
変
更
す
る
。

使
用
の
部
分

な
し

〇
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
十
六
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
六
年
二
月
六
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
六
日

九
州
地
方
整
備
局
長

岩

泰
彦

^

道
路
の
種
類

一
般
国
道

_

路

線

名

二
百
二
号

�
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